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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 EBITDA 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年２月期第１四半期 245,458 22.1 15,818 27.4 11,005 27.9 11,372 24.1 21,224 246.6

2025年２月期第１四半期 200,959 13.0 12,416 12.6 8,606 10.6 9,165 10.4 6,123 10.1

（注）包括利益 2026年２月期第１四半期 21,482百万円（270.2％） 2025年２月期第１四半期 5,802百万円（4.0％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年２月期第１四半期 117.28 －

2025年２月期第１四半期 33.84 －

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年２月期第１四半期 540,118 268,567 49.7 1,484.08

2025年２月期 495,116 250,704 50.6 1,385.37

（参考）自己資本 2026年２月期第１四半期 268,567百万円 2025年２月期 250,704百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年２月期 － 15.00 － 20.00 35.00

2026年２月期 －

2026年２月期（予想） 15.00 － 20.00 35.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 EBITDA 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 500,000 20.8 33,900 20.4 24,000 18.3 25,000 16.4 29,000 122.1 160.25

通期 1,005,000 14.5 70,000 15.8 49,000 15.1 50,500 20.3 44,200 72.1 244.24

１．2026年２月期第１四半期の連結業績（2025年３月１日～2025年５月31日）

（注）EBITDA=営業利益+減価償却費+のれん償却費

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年２月期の連結業績予想（2025年３月１日～2026年２月28日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

連結業績予想の修正については、本日（2025年７月10日）公表いたしました「繰延税金資産の計上および業績予想

の修正に関するお知らせ」をご覧ください。

※EBITDA=営業利益+減価償却費+のれん償却費



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年２月期１Ｑ 189,992,514株 2025年２月期 189,992,514株

②  期末自己株式数 2026年２月期１Ｑ 9,026,618株 2025年２月期 9,026,618株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年２月期１Ｑ 180,965,896株 2025年２月期１Ｑ 180,957,813株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：有

新規  －　社  （社名）　　、除外  1社  （社名）I&H株式会社

2025年３月１日付で株式会社スギ薬局を存続会社、I&H株式会社を消滅会社とする吸収合併を行っております。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料のＰ．７「四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいて

おり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績

予想の前提となる条件および業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料の２ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績

予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間（2025年３月１日～2025年５月31日）におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善

や訪日外国人旅行者数の増加などが持続する一方で、消費者物価の高止まりや米国の通商政策による影響など、依

然として先行きが不透明な状況が続いております。

ドラッグストア・調剤業界におきましては、物価高に伴う消費者の節約志向の高まり、薬価・調剤報酬改定、異

業種・同業種間の競争激化など、依然として厳しい経営環境が続いております。そのような中、個人消費やインバ

ウンド需要などの伸びを受け、物販領域においては、ヘルス＆ビューティケア関連商品や日用雑貨・食品等の販売

が増加し、また高齢化の進展とともに調剤領域において処方せん応需枚数が伸長し、業界全体としては堅調な傾向

が見られました。

このような環境のもと、当社グループは、調剤領域におきましては、調剤室および調剤待合室の拡張改装を実施

するとともに、高度な専門性を必要とする処方せんの応需体制を強化し、売上基盤の増強を図りました。さらに、

薬剤師の専門教育の充実や訪問調剤の展開拡大を通じて、かかりつけ薬剤師・薬局の推進を図りました。

物販領域におきましては、関東・中部・関西へのドミナント出店を推進するとともに、スギ薬局アプリ会員の獲

得および販促施策の強化により、新店の早期立ち上げを図りました。既存店舗では、インバウンド需要の獲得強

化、店舗立地にあわせた改装、販促の充実により、売上の増加を図りました。

サステナビリティ経営におきましては、脱炭素社会の実現に向けて、第三者所有モデルによる太陽光パネルの設

置店舗を順次拡大しました。また、国連グローバル・コンパクトへの署名を通じて、国際的なサステナビリティ原

則への賛同を表明し、持続可能な社会の実現に向けた取り組みをさらに加速させる当社グループの姿勢を明確にし

ました。

店舗の出退店などにおきましては、25店舗の新規出店と13店舗の閉店を実施するとともに、Ｍ＆Ａにより９店舗

を取得しました。併せて69店舗の改装を実施することで、既存店舗の競争力強化にも努めました。これにより、当

第１四半期末における店舗数は2,206店舗（2025年２月末の店舗数は2,185店舗）となりました。

以上の結果、売上高は2,454億58百万円（前年同期比22.1％増、444億99百万円増）、売上総利益は756億３百万

円（同26.0％増、156億16百万円増）、販売費及び一般管理費は645億97百万円（同25.7％増、132億16百万円

増）、営業利益は110億５百万円（同27.9％増、23億99百万円増）、経常利益は113億72百万円（同24.1％増、22億

６百万円増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は212億24百万円（同246.6％増、151億１百万円増）となりま

した。

なお、当社の事業セグメントは単一セグメントですので、セグメント別の記載は省略しております。

（２）当四半期の財政状態の概況

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ450億２百万円増加し、5,401億18百

万円（前連結会計年度末は4,951億16百万円）となりました。これは主に当第１四半期連結会計期間末が金融機関

の休業日であった影響等により現金及び預金が増加したことに加え、繰延税金資産が増加したことによるものであ

ります。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ271億39百万円増加し、2,715億51百万円（前連結会計年度末は2,444億12

百万円）となりました。これは主に当第１四半期連結会計期間末が金融機関の休業日であった影響等により買掛金

が増加したことに加え、賞与引当金が増加した一方で、未払法人税等が減少したことによるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ178億62百万円増加し、2,685億67百万円（前連結会計年度末は2,507億

４百万円）となりました。これは主に利益剰余金が増加したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は49.7％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年２月期の第２四半期連結累計期間および通期の連結業績予想につきましては、2025年４月10日に公表いた

しました業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日（2025年７月10日）公表の「繰延税金資産の計

上および業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 52,788 87,976

売掛金 71,764 71,505

商品 94,008 96,124

その他 29,010 21,802

貸倒引当金 △1,091 △1,085

流動資産合計 246,479 276,323

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 86,029 86,988

その他（純額） 33,511 33,814

有形固定資産合計 119,540 120,802

無形固定資産

のれん 43,663 44,635

その他 8,447 8,465

無形固定資産合計 52,110 53,101

投資その他の資産

投資有価証券 13,936 14,276

関係会社株式 3,046 2,999

差入保証金 36,910 37,142

繰延税金資産 19,204 31,526

その他 4,303 4,360

貸倒引当金 △414 △414

投資その他の資産合計 76,986 89,890

固定資産合計 248,637 263,795

資産合計 495,116 540,118

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年５月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 121,197 149,784

短期借入金 43,069 43,069

１年内返済予定の長期借入金 219 200

未払法人税等 7,799 2,596

賞与引当金 4,177 6,097

その他 39,615 44,326

流動負債合計 216,079 246,076

固定負債

長期借入金 2,064 337

退職給付に係る負債 11,719 11,966

資産除去債務 9,064 9,138

その他 5,484 4,033

固定負債合計 28,332 25,475

負債合計 244,412 271,551

純資産の部

株主資本

資本金 15,434 15,434

資本剰余金 21,493 21,493

利益剰余金 231,872 249,477

自己株式 △18,179 △18,179

株主資本合計 250,620 268,225

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △469 △295

繰延ヘッジ損益 0 △0

為替換算調整勘定 38 39

退職給付に係る調整累計額 514 597

その他の包括利益累計額合計 84 341

純資産合計 250,704 268,567

負債純資産合計 495,116 540,118
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年３月１日
　至　2024年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年３月１日

　至　2025年５月31日)

売上高 200,959 245,458

売上原価 140,972 169,854

売上総利益 59,986 75,603

販売費及び一般管理費 51,380 64,597

営業利益 8,606 11,005

営業外収益

固定資産受贈益 102 79

受取賃貸料 542 636

その他 553 529

営業外収益合計 1,198 1,245

営業外費用

賃貸収入原価 464 541

その他 174 337

営業外費用合計 638 879

経常利益 9,165 11,372

特別利益

関係会社株式売却益 282 －

特別利益合計 282 －

特別損失

減損損失 196 163

特別損失合計 196 163

税金等調整前四半期純利益 9,250 11,208

法人税、住民税及び事業税 3,072 2,538

法人税等調整額 55 △12,554

法人税等合計 3,127 △10,015

四半期純利益 6,123 21,224

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,123 21,224

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年３月１日
　至　2024年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年３月１日

　至　2025年５月31日)

四半期純利益 6,123 21,224

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △232 174

繰延ヘッジ損益 － △0

為替換算調整勘定 △11 1

退職給付に係る調整額 △77 82

その他の包括利益合計 △320 257

四半期包括利益 5,802 21,482

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 5,802 21,482

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（財務報告の枠組みに関する注記）

四半期連結財務諸表は、株式会社東京証券取引所および株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基

準第４条第１項および我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四

半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成しております。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号2022年10月28日。以下「2022年改正会

計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従

っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当第１四半期連結会計期間の期首から適

用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期および前連結会計年度については遡及適用後

の四半期連結財務諸表および連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半

期連結財務諸表および前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（セグメント情報等の注記）

当社グループは「ドラッグストア・調剤事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2024年３月１日

至　2024年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2025年３月１日

至　2025年５月31日）

減価償却費 3,748百万円 4,222百万円

のれんの償却額 61 589

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）およびのれんの償却額は、

次のとおりであります。
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